
ア、印刷費関連について 5 4 3 2 1 継続（○・✕）
14 4 1 12

イ、保護者負担軽減について 5 4 3 2 1 継続（○・✕）

14 4 1 1 〇１１　×１

ウ、学校図書館経費について 5 4 3 2 1 継続（○・✕）
11 7 1 12

エ、吹奏楽部関係経費について 5 4 3 2 1 継続（○・✕）

15 4 12

オ、スキー学習バス代について 5 4 3 2 1 継続（○・✕）
13 5 11

「見解」

特に意見はありませんでしたが一定の成果をみせている項目なので、引き続き調査を行っていけたらと思います。

１，平成30年度　石狩市予算要望委員会　予算要望書　予算要望G活動について（集計）

（回答２０／２３　提出していただいたものについても一部チェック漏れがあります）
Ⅰ、予算要望書の事務職員独自案件について、活動の反省等や次年度につながるもので何か記載事項があればお願いします。

１，印刷経費は校内予算の大部分を占めるため、自校の支出割合の把握や経費節減の検討資料にもなり、また他校との比較もで
き大変良い。２，ぜひ継続してほしい。

「見解」

今年度はデータの可視化をよりバージョンアップさせ、昨年度の棒グラフ、折れ線グラフから円グラフへ、１ページに収めてい

たものを３ページカラー掲載とし、より見やすい資料になりました。上記意見をふまえ、さらに改善をはかることができればと

考えます。

１，年度途中での集金による絵具セットや書道セット、彫刻刀や裁縫セット等、項目には記載されていないが保護者が負担して
いるものもあるため、今一度、項目の統一が図られるとより良いものになると思います。
２，ぜひ継続してほしい。
３，実現が極めて難しいと考えます。まずは明確に○○費とわかるものから要望してみてはいかがでしょうか。あれもこれもで
は財政も動きようがないと思います。
４，要望内容に単元の内容等も書いていますが、担当の方は細かくみてくれているのか気になりました。

「見解」

保護者負担軽減の調査については、調査内容の変更等の変遷はありながらも１０年近く続けている調査です。昨年度も同様の内

容で調査を行い、議会では就学援助に関連して保護者がどのくらい負担をしているのかの参考資料となっていたり、学校教育課

ではデータの収集と共通項の重点化には参考になったと述べており、また就学援助費用の支給開始日の繰り上げのための重要な

判断基準となったそうです。これらのことからこの調査は全く無駄なものではなく、これからも保護者負担軽減のデータ収集は

必要であると考えています。ただし、上記意見のとおり、ある程度項目を絞ったり統一したりする必要もあるかと思われますの

で、次年度調査項目を検討する際に積極的なご意見をいただけたらと思います。

１，今年度図書館司書が変わり、読み聞かせや図書ボランティアの活動もさらに増えました。図書室の環境整備や図書活動が児
童の図書室利用に大きく関わることから、図書館経費の増額をお願いしたいです。
２，小学校は各校それぞれ規模に合わせた消耗品費が毎年配分されています（南線は３万）。司書だった時の感覚からするとか
なり余裕があります。中学校ではいくら支給されているのかわかりませんが、今年から学校司書の巡回が始まり、整備の進捗状
況もまだまだでお金を要することも多いでしょう。中学校に絞って予算要望してみてはいかがでしょうか。
３，図書を買うだけではなく、それを整理するための書棚などは必ず必要です。合わせて要求することが大切だと思います。

「見解」

この調査は４年ほど継続してきた中で、司書配置や必要経費の予算配分がなされるなど一定の成果をみせています。小学校・中

学校に関わらず、すでに充実している学校もあれば、さらなる改善を要望している学校もあります。引き続き同様の調査を行っ

ていけたらと思います。

１，今年度太鼓部について載せていただきありがとうございます。引き続きお願いしたいです。

「見解」

成果のでている項目なので整備修繕等含めて継続的に要望していきます。太鼓部案件につきましても継続的に要望していきたい

と思います。



カ、外国語教育活動経費について 5 4 3 2 1 継続（○・✕）

12 5 1 11

キ、学習指導要領改訂経費について 5 4 3 2 1 継続（○・✕）

12 5 1 11

ク、一人あたりの需用費について 5 4 3 2 1 継続（○・✕）

13 5 1 1 〇１０　×１
１，昨年度の反省からも、難しい課題を含んでいるのはよくわかりますが、予算の積算基準
が見えれば、一人あたりの需用費や予算額を計算する必要もなくなるのに・・・ともどかし
いですね。前回の連携会議でも積算基準について話題になりましたが、児童生徒数と予算額
に逆転がおきるのも、色々な見えない加配分等、事情があるのでしょうね。
２，配分予算の積算根拠が明示されないのは不安だという声もありましたが、その積算根拠
が正しいかどうかもわからないので、私は性善説に則っています。
３，この調査をする目的が予算増額のためなのか、市教委の配分基準を見直しさせるためな
のかによって調査内容も変わってくると思いますが、このままであるならば必要ないように
感じます。

「見解」

この調査を始めた当初は保護者負担軽減を考慮し配分予算を増額してもらうことを目的とし

てグラフ化し掲載したと思いますし、その後消費税が８％に増額した時にはその増額分が補

填されていないことがこの調査からわかり、その分も含めて増額を希望する資料になったと

思われます。今回消費税がさらに増税になりますが、その分に関しては補填されることが決

まりましたので、その件も含めてこの資料を掲載し続ける必要があるのか、次年度調査項目

の検討でご意見をいただけたらと思います。

２，予算要望書の作成スケジュール関係について何か改善点等あればお願いします。
5 4 3 2 1 継続（○・✕）

ア、提案から調査提出の日程について 12 2 1 5
１，予算要望グループは大変忙しいと思いますが、提出するのには十分な日程でした。出来
上がった予算要望書の他校の要望内容等を読み、自校の来年度の要望の参考にさせていただ
いています。
２，よい
３，どうしてもスケジュールが詰まってしまいますが仕方ないですね。
４，予算要望グループにとってはとても時間的に大変だと思いますが、回答する方としては
時間的には問題ありません。

「見解」

２年前より夏季研までに回答・集約を行い、夏季研で内容の確認を行った後提出前に全体で

チェック、予算要望委員会へ提出という形をとっています。全体的にタイトなスケジュール

になってしまいますが、全体で確認し全体のものとして作成する必要はあると思うので、次

年度も継続してこのような形で進めていけるとよいかと思います。

１，外国語活動の増加に伴い、必要な教材消耗品等を学校配当予算で整備していますが、児童生徒の学習環境や教材に、学校に
よって差が出ないよう、学習指導要領の全面実施に向けて予算措置をお願いしたい。

「見解」

今年度初めての取り組みでしたので、今後どれだけの成果をみせるかまだわかりませんが、差し迫った課題ではありますので引

き続き要望していけたらと思います。

１，外国語教育活動経費と同様、予算措置をお願いしたい。

「見解」

この調査につきましても今年度初めての取り組みでしたので、今後どれだけの成果をみせるかまだわかりませんが、差し迫った

課題ではありますので引き続き要望していけたらと思います。



３，次年度取り上げてほしい項目（特に予算要望書にこれは入れてほしい項目）について
１，学習指導要領の全面実施に向けて、外国語や道徳の教材整備に各校で差が出ないよう
に、限られた学校配当予算でのやりくりには限界があるため、教材費の予算増額をお願いし
たいです。
２，寺下さんお疲れ様です。４月からの事務局との折衝に始まり本当に大変だったと思いま
す。次年度もよろしくお願いします。
３，老朽化した校舎のトイレ修繕費！！！！！！！
４，学校と市教委の文書のやりとりについて、どのような方法でもいいので、学校から誰か
がいつか取りに行く、届けるなど不確定なものに頼るのではなく、きちんとしたシステムを
作ってほしい。郵送というのならば、チラシなど大量なものもすべて送ってほしい。さら
に、学校から送るための郵券や宅配便の着払いの伝票など予算付けするべき。
５，現状の項目でいいと思います。
６，業務改善のためのグループウェア導入は検討していただければと思います。

「見解」

要望項目については継続するもの、検討するものがあると思いますが、学習指導要領改訂に

関わる経費要望につきましては、今年度取り組み始めたばかりですし、差し迫った課題であ

るので引き続き調査要望する必要があるかと思います。それ以外のご意見のあった部分に関

しては、連携会議事務局と検討したり、場合によっては直接関係部署と協議する必要もある

かと思います。次年度調査項目を検討する際に、あらためて確認できればと思います。

４，石狩市予算要望書（または予算要望委員会）で改善すべき点があれば記述してください
１，予算要望書様式の改訂お疲れさまでした。ありがとうございます。大変見やすく、市教
委にもわかりやすい要望書になっていると思います。
２，今年度から始まった新しい調査書の皆さんの反応を知りたい。私は違和感なくシンプル
になったので良かったと思うが。
３，要望書は簡潔に。
４，予算配分の全校公開と配分基準の公開にむけて何かできないでしょうか？
５，今年度様式の改訂に係ったことは大きなことだと思います。反省点があれば改善するな
どさらに予算要望活動をより実のあるものにしていく努力を続けていくことが大切だと思い
ます。事務職員だからこそできる仕事のひとつではないでしょうか。

「見解」

調査・集約様式の改訂につきましては、昨年度の反省でご意見があり、学校が回答しやすいもの、市

教委が財政課と折衝する際の資料作りのしやすさ・資料の見やすさをコンセプトに予算要望委員会事

務局と折衝して改訂にこぎつけることができました（前予算要望部長の村井さんにもたくさん助けて

いただきました。大変感謝しています）。今回に関してはマイナスのご意見はありませんでしたの

で、今後改良する部分があればご意見等いただけたらと思います。

要望書につきましては、目を通されるのは必ずしも学校教育（学校予算）に精通されている方ばかり

ではないと思われるので、どうしても回りくどい表現や長文になってしまっている部分がたくさんあ

ると思います。各学校の事情等を理解してもらうためには必要最低限の内容になっているとは思いま

すが、少しでも簡潔にできるよう全体で検討していく必要があるかと思います。

予算配分の全校公開、配分基準の公開については、予算要望グループ（予算要望委員会）として、ど

の視点からアプローチするのか（例えば一人あたりの需用費グラフ化に代わって配分基準の積算根拠

を明示してもらえるよう働きかける等）、連携会議との兼ね合いや市教委など関係機関とどこまで協

議するのかなど、まずは連携会議の中で全員で話し合う必要があるのかと思います。


